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はじめに 

 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及び、

本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、軍事目的、原

子力設備で使用されないことを前提としております。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・誤記録に

おける責任を負いかねます。 
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の書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 
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本書利用者の前提条件 

 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コンピュ

ータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生する問題を解

決できる人を前提としています。
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1.コンソール画面について 

 

iX(イクス)では、機器にキーボード、マウス、モニターを接続することで、コンソール画面が表示されます。 

なお、iX のコンソール画面(CUI)では、一般的な LinuxOS のように、コマンドを入力しての操作(CLI)は行うこ

とはできません。 

主な設定は、WEB ブラウザより接続し、GUI 画面上で行う形となります。これらの GUI 画面での設定方法に

つきましては、別紙[基本設定編]のマニュアルをご確認下さい。 

 

※本書では、iX V7.0up70 のバージョンを参考にしています。 

※コンソール上のコマンド操作は RAID コントローラーの操作のみ実行が可能です。 

 

（参考：iX コンソール画面） 
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1-1.コンソール画面一覧 

キーボード [F1]を押すことで、コンソールの操作キーの一覧を確認することができます。 

 
 

キー操作 説明 

Ctrl+Alt+N ネットワーク設定 

Ctrl+Alt+P アクセス制限の解除と https ポートのリセット 

Ctrl+Alt+I IP アドレス初期化とボンディング解除 

Ctrl+Alt+T コンソールツールメニュー ※1 

Ctrl+Alt+X 拡張ツールのメニュー ※1 

Ctrl+Alt+W ハードウェア構成ツール ※1 

Ctrl+Alt+R RAID ツール ※2 

Ctrl+Alt+F ファイバーチャネルツール ※3 

Ctrl+Alt+H ハードウェア情報 

F2 ネットワーク情報 

F5 画面を更新 

Ctrl+Alt+S OS のシャットダウン 

Ctrl+Alt+K OS の再起動、またはシャットダウン 

F1 ヘルプ画面 

※1 表示メニューは iX のバージョンによって異なります。 

※2 SmartNAS シリーズは、ご利用できません。 

※3 ライト版のライセンスは、ご利用できません。 
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1-2.Ctrl+Alt+N（ネットワーク設定） 

 

※対象 NICの右側にケーブルの接続状況が表示されます。running の場合はケーブルが接続されてい

ます。 

 

 
eth1 に合わせて、Enter キーを押下したときの画面 

 

 

 

ネットワーク設定では、下記の設定を行うことができます。 

(1) デフォルト ゲートウェイの設定 

(2) DNS の設定 

(3) ルーティングの設定 

(4) 対象 NIC の有効 or 無効 

(5) DHCP のオン、オフ 

(6) IP アドレスの設定 

(7) マスクの設定 

(8) ブロードキャストの設定 

(9) ゲートウェイの設定 
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1-3.Ctrl+Alt+P（アクセス制限の解除と https ポートのリセット） 

 

画面上に、アクセス制御をリストア（解除）しますか。と聞いてきます。 

[Yes]を押すことで、解除がされます。 

※管理者設定を工場出荷状態に戻します。 

 

 

1-4.Ctrl+Alt+I（IP アドレスの初期化とボンディング解除） 

 
 

※ボリュームレプリーション or フェイルオーバー構成を設定している場合、本設定を操作することはできま

せん。レプリケーション構成を解除後に行うことができます。 

※設定解除後、OSが自動で再起動されますので、ご注意ください。 

 

ネットワークの設定をデフォルトに戻しますか？ときいてきますので、問題なければ、 [Yes] を押します。 

機器は自動で再起動がかかります。 
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1-5.Ctrl+Alt+T（コンソールツールメニュー） 

 
※iX のバージョンによって、表示項目が異なる場合があります。 

 

項番 表示 説明 

0 Ping Ping による疎通確認ができます。 

1 DHCP ping DHCP サーバに対して Ping の疎通確認ができます。 

2 Hardware info ハードウェア情報を表示 

3 Memry info メモリーの情報を表示 

4 Time configuration OS の時刻設定 

5 Language settings ※1 言語設定（英語、日本語、中国語） 

6 Add-ons ※2 追加機能 

7 Modify driver options ドライバーオプション 

8 Console lock/unlock コンソール画面のロックとアンロック設定 

9 Screensaver options スクリーンセーバーの設定 

10 Boot options ※3 OS の起動ルーチン設定 

※1 言語設定はコンソールではなく、Web 管理画面用の言語設定になります。 

※2 本機能はライセンス：フル版のみご利用できます。 

※3 設定の変更は行わないで下さい。 

 

(0) Ping 

・疎通確認を行いたい IPアドレスを入力します。 
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・Ping 疎通テストを行います。 

 
 

・疎通の結果が表示されます。 

 
 

(1) DHCP ping 

・DHCP サーバーの IP アドレスを入力します。 

 
 

・DHCP サーバーに対して、Ping のテストを実施。 

 



 

7 

 

・Ping の疎通結果が表示されます。 

 
 

(2) Hardware info 

 
 

※Ctrl+Alt+H（ハードウェア情報）と同じ情報が表示されます。 

 

(3) Memry info 

 
 

・現在使用中のメモリー 

・空きメモリー 

・システムキャッシュのメモリー 

・物理メモリー容量の合計 
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(4) Time configuration（Web 管理画面の時刻設定と共通） 

 
 

・マニュアル（手動）設定 
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・NTP サーバーの設定 

 
 

※サーバー名を入力する場合は DNS による名前解決が必要です。 

※システムが外部アクセスするためにはゲートウェイと DNS ネットワークの設定が必要です。 

※DNS で名前解決が出来ない場合、NTP サーバーの IP アドレスを入力して下さい。 

 

(5) Language settings 

・コンソールの表示言語は変更できません。本設定は Web 管理画面の GUI 上の表示言語を変更す

る設定です。 

・日本語、英語、中国語の３つから選択できます。 

 
 

・英語に設定すると、Web 管理画面の言語は下記のように英語表示になります。 
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(6) Add-ons 

※表示メニューは iX のバージョンによって異なります。 

※下記の表示は V7.0up70 の場合です。 

 
 

0.Data import：ご利用できません。 

1.Apache control：Apache を再起動できます。本操作は、Web 管理画面の表示がされないなどのトラブ

ル時に使用する場合があります。 

2.NICs order：NIC の Interface 番号を変更する場合に使用します。 

 

【Apache の再起動手順：1.Apache control】 

① Apache サーバーを有効、無効にすることができます。 

デフォルト：有効 

 
 

② 正常に有効、無効できた場合は、[Success]が表示されます。（無効化） 

 
 

③ 再度、Add-ons ⇒ 1.Apache control を選択します。 

  
 



 

11 

④ Apache は無効になっていますので、有効にしなおします。 

 
 

⑤ [Success]が表示されることを確認し、OK を押します。 

 
 

 

(7) Modify driver options 

※設定変更は推奨しておりません。 
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(8) Console lock/unlock 

 
 

・ロックするための任意のパスワードを入力します。 

 
 

・文字数と文字等に制約があります。 

 
 

・例：11112222 ロックをかけました。 

 
※パスワードは必ずメモをしていただき、絶対に忘れないようにして下さい。 
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・コンソール画面 TOP にロックの表示がされます。 

 
 

・コンソールの操作を行うと、必ずコンソールのパスワードを求められます。 

 
 

・コンソールのアンロック（解除）はロックを行った個所で行います。解除には管理者パスワードが必要に

なります。 デフォルトパスワード：admin 
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(9) Screensaver options 

・コンソール画面のスクリーンセーバーの有効 ／ 無効 を設定できます。(デフォルト：無効) 

※時間の設定変更はできません。 

 
 

 

(10) Boot options 

※本設定はサポートしておりません。（下記は参考画像） 
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1-6.Ctrl+Alt+X（拡張ツールのメニュー） 

※設定・ボリュームの削除、工場出荷状態に戻すことができます。操作には注意するようにして下さい。 

※拡張ツールメニューは iX のバージョンによって項目が異なる場合があります。 

 

（V7.0up70 フルライセンス版のメニュー表示） 

 
 

項番 メニュー 説明 

0 Select default Volume Group デフォルトの VG を選択 

1 Restore default administrator settings アクセス制御の設定を初期化 

2 Restore default network settings(IP,BONDING) ネットワーク設定を初期化 

3 Restore factory SETUP settings 設定情報を初期化 

4 Restore factory CONFIGURATION settings 構成情報を初期化 

5 Remote support リモートサポート用 

6 Remove Apple temporary files .AppleDB などのファイルを削除 

7 Reset ACLs of files and directories 共有の ACL設定を初期化 

8 Set owner of files and directores 選択した共有のディレクトリ 、また

はファイルのアクセス権を削除 

9 Repair filesystem on LV(Logical Volumes) XFS ファイルシステムの修復 

10 Restore LVM VG(Volume Group) configuration LVM の設定ファイルの復元 

11 PV resize 物理ボリュームのサイズを再認識 

12 Remove all snapshots すべてのスナップショットを削除 

13 Removw LV(Logical Volume) 選択した lvxxxx を削除 

14 Delete content of units 選択した vgxx のユニットを削除し

ます。 

15 Cluster maintenance mode ※1 クラスタをメンテナンスモードにす

る 

16 Cluster watchdog settings ※1 クラスタ利用時のWatchdog 設定 

17 PRS Management ※1 Persistent Reservation の有効 or 

無効設定 

※1 ライト版は表示されません。 
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(0) Select default Volume Group 

 
 

この機能は複数のボリュームグループ（VG）を設定して使用中に、何らかの理由で最初のボリ ューム・

グループが失われたときに使用します。 

最初の VG には iX 構成情報の一部、アップデート用の空きスペース、などが含まれます。そのためシス

テムは最初のVGが存在しない場合、OSは正常に動作しません。  

 

(1) Restore default administrator settings 

・アクセス制御の設定を解除します。 

 
 

(2) Restore default network settings(IP,BONDING) 

・ネットワークの設定を初期化します。 

※本設定は、機器の再起動が自動で行われます。 

 
 

(3) Restore factory SETUP settings 

管理者、ネットワーク、ハードウェア、画面表示などの設定が工場出荷状態に戻ります。 
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(4) Restore factory CONFIGURATION settings 

NAS 基本設定、共有、ユーザー、グループなどの設定情報が工場出荷状態に戻ります。 

 
 

(5) Remote support 

OS 開発元より、VPN接続ができるように設定します。 

本機能は開発元エンジニアが OSにリモートアクセスし調査、復旧を行なうリモート機能となります。 

※通常この機能は無効化されております。 

※リモートでの調査が必要な場合に、こちらの設定をお願いすることがございます。 

 

(6) Remove Apple temporary files 

AFP プロトコルを使用したMAC クライアントのユーザーのファイルを削除する機能です。 

 
 

(7) Reset ACLs of files and directories 

対象の共有に対して、ACLの設定をデフォルトに戻します。 

 

(8) Set owner of files and directores 

共有の中のディレクトリ、ファイルの ACL(アクセス権)を削除する際に使用します。  

 

(9) Repair filesystem on LV(Logical Volumes) 

この機能を使用して NASの論理ボリューム(Logical Volume)を修復することが可能です。 

※使用する前にメモリー状態確認を推奨しています。 

iX のブート中に ESC キーを 押すとブート・メニューが表示されます。その中から memtest86 を選択

してください。 メモリーテストは２TB 以上のボリュームを使用し、多くのファイルが有る場合、２GB 以上

の メモリーが必要な場合があります。その際に本機能を使用してファイルの修復を行います。 
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【修復手順】  

※本操作は、OSの再起動が必要になります。 

※本操作を行う場合は、NAS への接続等を行わないようにしてください。 

 

①  9.Repair filesystem on LV(Logical Volumes)を選択します。 

 
 

② LV のファイルシステムリペアを実施するかどうかきいてきます。 

 
 

③ 管理者パスワードを求められます。 (デフォルトパスワード：admin） 

 
 

④ 修復を実行できない場合は以下のようなメッセージが表示され、OSの再起動がかかります。 

OS 再起動後に、もう一度、リペアを実施してください。 
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⑤ Phase 画面が出力され、最後に[ENTER for reboot]が表示されれば、リペア完了です。 

 
 

⑥ [Press enter to reboot]が表示されますので、再度 Enter キーを押すと、再起動がかかります。 

 
 

(10) Restore LVM VG(Volume Group) configuration  

この機能は、LVM情報を元に戻すときに使用します。 

・RAID コントローラーのディスクが故障し、リビルド時に LVM情報が削除されてしまった場合など 

※復旧手順を間違うとファイルシステムが破損する可能性がありますので、ご注意下さい。 

 

(11) PV resize 

物理ボリュームのサイズを再認識させる機能です。 

ハードウェア RAID コントローラーを搭載機器にて、新しいハードディスクを追加したときに使用します。 

 

(12) Remove all snapshots 

すべてのスナップショットを一度に削除することができます。 

この機能は、スナップショットが損傷していてボリュームグループ（VG）が正常に動作しない場合、Web 

GUI からスナップショットボリュームが削除できない場合に有効です。 

※作成済のスナップショットがすべて削除されますので、操作にはご注意ください。 

※本操作は、OSの再起動が必要となります。 

 

(13) Removw LV(Logical Volume) 

論理ボリューム（LV）を削除する機能です。 

※本操作は、OSの再起動が必要となります。 
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【LV 削除手順】 

① 13.Remove LV(Logical Volume)を選択します。 

 
 

② 削除に関する警告メッセージが表示されます。 [Yes]を押して次に進みます。 

 
 

③ 管理者パスワードを求められます。 (デフォルトパスワード：admin） 

 
 

④ 作成済の lvxxxx の一覧が表示されます。削除したい lv をスペースキーにて選択します。 

  
⑤ 選択した lvxxxx の一覧が表示されます。削除する lv をスペースキーにて選択します。 
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⑥ 削除前に、再度警告メッセージが表示されます。削除する場合は[Yes]を選択します。 

 
 

⑦ 対象の lv が削除され、再起動をきいてきますので、[OK]を押し、再起動がかかります。 

 
 

(14) Delete content of units 

ディスク上の LVM情報を削除します。 

※本操作はデータがすべて削除されますので、操作にはご注意下さい。 

※本操作は、OSの再起動が必要となります。 

 

【LVM削除手順】 

① 14.Delete content of units を選択します。 

 
 

② 管理者パスワードを求められます。 (デフォルトパスワード：admin） 
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③ 削除するユニット(Sxxx)をスペースキーで選択します。 

 
 

④ 削除に対する確認と警告メッセージが表示されます。削除する場合は、 [Yes]を選択します。 

 
 

 

⑤ 削除完了後、OSの再起動をきいてきますので、[OK]をおします。 

 
 

参考：LVM削除後は、ユニットが工場出荷状態になります。 
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(15) Cluster maintenance mode 

 
 

(16) Cluster watchdog settings 

 
 

① 0.Watchdog time interval 

※設定変更は行わないようにして下さい。 

 

・ハングなどに陥った場合に、システムを再起動させる機能です。 

Interval の時間を設定します。 
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② Retry attempts before the system reboot(デフォルト：5)※設定変更は行わないようにして下さい。 

 
 

③ IPMI watchdog counter※設定変更は行わないようにして下さい。 

システムがフリーズ状態と判断する時間を指定します。(デフォルト：10) 

 
 

(17) PRS Management ※設定変更は行わないようにして下さい。 

iSCSI Persistent (SCSI-3) Reservation（SCSI 永続的予約 SCSI リザベーション）の有効、無効 
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1-7.Ctrl+Alt+W（ハードウェア構成ツール） 

項盤 メニュー 説明 

0 Tuning option 追加項目有 

1 Functionally options S.M.A.R.T 利用の有無 ※1 

2 Hardware options 特定のハードウェアに合わせた専用設定 ※1 

3 External raid tools ARECA 社製 RAID コントローラーツール ※1 

4 LCD functionality ※1 

5 LmSensors – testing 項目 2 LmSensors を選択した場合のみ利用可 ※1 

6 DRBD tuning レプリケーション機能の設定 

7 System benchmarks 簡単 disk パフォーマンステスト 

8 Infiniband tuning インフィニバンドの設定 ※1 

9 Virtual memory システムメモリーの設定 

※1 未サポート。 

 

(1)0.Tuning optin 

 

 
 

項番 メニュー 説明 

0 IPfrag tuning IP フラグメント処理設定 

1 Jumbo Frames config ジャンボフレームの設定 

2 NFS Daemon tuning NFS のデーモン数の設定 

3 Read ahead disk tuning ハードディスクのキャッシュサイズ設定 

4 iSCSI daemon options - 

5 SCST subsystem options - 

6 Sysctl tool ※1 カーネルのパラメータ修正 

7 TCP offload options - 

8 Options for Mellanox ※2  

※1 未サポート。バージョンによって、上記の画像のように表示されない場合があります。 

※2 ライト版のライセンスは表示されません。 
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[0] IPfrag tuning 

パケットのフラグメンテーションのセクション範囲を指定可能です。 

ipfrag_high_thresh：IP フラグメントを再構成する際に用いる最大メモリー。 

ipfrag_low_thresh：IP フラグメントの再構成に用いられるメモリーの最小値。 

 

 
 

[1] Jumbo Frames config 

下記図の NIC は搭載するネットワークデバイスによって異なります。 

 

 
 

 
 

Jumbo Frame または MTU(Maximu Transmission Unit)は通信プロトコルの与えられたレイヤー送付でき

る最大パケットの設定値です。この機能を選択するとネットワークデバイス選択画面になります。 

ジャンボフレームのデフォルト値：1500 

 

[2] NFS Daemon tuning 

システム内に走らせる NFS デーモン数を設定します。 

運用によって、NFS タイムアウトが頻発する場合、設定値を小さくすると問題が解決する場合がありま

す。デーモン数を増やすと NFS パフォーマンスが向上する場合があります。デフォルト値：64 
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[3] Read ahead disk tuning 

ハードディスクのキャッシュサイズを設定可能です。 

※設定変更を行うとパフォーマンスに影響を与える可能性があります。 

※本設定は未サポートとなります。 

 
 

 
 

[4] iSCSI daemon options 

iSCSI デーモンオプションはターゲットオプションと iSCSI ボリュームタイプを選択可能です。 

 

① Target options 

 
 
例： iqn.2008-01:iX.target0 を選択 

選択した iSCSI ターゲットについて以下の設定が可能です； 

MaxRecvDataSegmentLength 8192 

MaxBurstLength 262144 

MaxXmitDataSegmentLength 8192 

FirstBurstLength 65536 

DataDigest None 
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MaxOutstandingR2T 1 

InitialR2T Yes 

ImmediateData No 

DataPDUInOrder Yes 

DataSequencerInOrder Yes 

HeaderDigest None 

Wthreads 8 

 

MaxRecvDataSegmentLength 

iSCSI ターゲットが受け取る最大データ・セグメント長を設定します。 

この値は PAGE_SIZE の倍数で有る必要があります。 

デフォルト値：8192 

 

MaxBurstLength 

イニシエータが一度のバーストで送るデータ量を設定します。これを超えるデータはターゲットが要求する必要があります。こ

の値は PAGE_SIZE の倍数で指定します。 

デフォルト値：262144 

 

MaxXmitDataSegmentLength 

送られるデータ・セグメントの最大長を設定します。イニシエータが要求する MaxRecvDataSegmentLength の値の小さい方が

実際の転送に使用されます。この値は PAGE_SIZE の倍数である必要があります。 

デフォルト値：8192 

 

FirstBurstLength 

最初のバースト長です。 

 

DataDigest  

<CRC32C または None> - "CRC32C"に設定するとイニシエータはその設定に従い、iSCSI PDU データ・セグメントを CRC32C

チェックサム保護します。デフォルト値は None です。 

※DataDigest は Discovery セッション時、サポートされません。 

 

MaxOutstandingR2T 

<value> - ターゲットが一度に要求する転送データ数を設定します。 

転送データ個々のデータ長は MaxBurstLength バイトにより制限されます。 

デフォルト値：１ 

 

InitialR2T 

<Yes / No> - iSCSI イニシエータはターゲットからの SCSI データ要求を待ってからデータを発信します。 

設定を”No”に変更すると、イニシエータはコマンドと一緒または別に（ImmediateData の設定に依存）FirstBurstLength のバイ

トを発信します。 

デフォルト：Yes 

 

ImmediateData 

<Yes / No> - この設定によりイニシエータはコマンドに要求されていないデータを発信することが可能になります。 

デフォルト値：No 

 

DataPDUInOrder  

<Yes / No> - イニシエータにデータを順番通りに送らせるかどうかを指定します。 

デフォルト：Yes 

 

DataSequencerInOrder  

<Yes / No> - イニシエータにデータを順番通りに送らせるかどうかを指定します。 

デフォルト：Yes 

 

HeaderDigest <CRC32C|None> - "CRC32C"に設定するとイニシエータはその設定に従い、iSCSI PDU ヘッダー・セグメントを

CRC32C チェックサム保護します。 

デフォルト：None 

※HeaderDigest は Discovery セッション時、サポートされません。 
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Wthreads 

iSCSI ターゲットはデバイスこのブロック I/O 実行時に複数のスレッドを立てます。(設定変更すると機器に負荷がかかる場合

があります。) 

デフォルト値：8 

 

② iSCSI volume type 
iSCSI のボリューム形式は以下の 2 通りから選択可能です。 

・File I/O mode 

・Block I/O mode 

 
 

[5]SCST subsystem options 

Linux SCST のための一般的な SCSI ターゲットサブシステム。 

 

 
 

 
 

[6]Sysctl tool 

sysctl はカーネルのパラメータを修正するのに用います。 

※本設定は OS 動作に影響を与えるため、未サポートです。 
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（参考画像） 

 
 

[7] TCP offload options 

下記図の NIC は搭載するネットワークデバイスによって異なります。 

 

 
 

(参考例：Intel I350 1G NIC) 

 
RX-Checksumming 

アダプターが受信パケットの IP チェックサムが計算できるようになります。 

 
TX-Checksumming 

この設定で、アダプターが送信パケットの IP チェックサムが計算できるようになります。 

 
Scatter-gather 

複数の非連続なバッファに置かれたパケットデータを扱えるようにします。 

 
TCP segmentation offload 

大きなデータを送信する際に NIC 側で TCP パケットへの分割処理を行います。 
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UDP fragmentation offload 

大きなデータを送信する際に NIC 側で UDP パケットへの分割処理を行います。 

 
Generic segmentation offload 

大きなデータを送信する時に NIC 側で IP パケットへの分割処理を行う。 

 
Generic receive offload 

受信した分割された IP パケットを NIC 側で結合処理する機能になります。 

 
Large receive offload 

受信したジャンボフレームを NIC 側で結合処理する機能になります。 

 

[8]Options for Mellanox 

※未サポート 

 
 

(2) Functionally options 

S.M.A.R.T を使用するかどうかを選択します。 

※未サポート（ご利用できません） 

 
 

(3) Hardware options 

特定のハードウェアに合わせた、センサーの設定です。 

※未サポート(ご利用できません) 

 
 

(4) External raid tools 

ARECA 社製 RAID コントローラーを使用した場合に外部 RAID ツールを使用することが可能です。 

 
※ニューテックでは ARECA製の RAID コントローラーは採用していないため、ご利用できません。 
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(5) LmSensors – testing 

 
※本設定は行うことができ、WebGUI 画面のハードウェアモニタに数値が表示されますが、正しい値では

ないため、サポートしておりません。 

 

(6)DRBD tuning 

本設定は、ボリュームレプリケーションを設定時に必要となる場合があります。 

 
 

① max-buffers 

ディスクにデータを書き込むために DRBD が割り当てるバッファの最大数。 

デフォルト値：12000 

 

② max-epoch-size 

2 つの書き込みバリア間で許容される書き込み要求の最大数。 

デフォルト値：12000 

 

③ unplug-watermark 

I/O サブシステムのコントローラが保留された I/O 要求を強制的に処理します。 

デフォルト値：128 

 

④ sndbuf-size 

TCP 送信バッファは送信 TCP トラフィックのメモリバッファです。 

デフォルト値：0 

 

⑤ al-extents 

アクティビティログのエクステント数。 

デフォルト値：3389 
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⑥ no-disk-barrier 

ハードウェア RAID コントローラーのキャッシュバッテリーでバックアップされた書き込みキャ

ッシュを持つ場合にご利用できます。 

デフォルト：off 

 

⑦ no-disk-flushes 

レプリケートされたデータセットのディスクフラッシュの有効(on)、無効(off) 

デフォルト：off 

 

⑧ c-plan-ahead 

書き込みのレプリケーションの量に応じて同期速度を動的に増減する機能。 

デフォルト値：20 

※値を 0 にすることで、同期速度を固定化できます。 

 

⑨ c-fill-target 

同期実行中に書き込みが入ったら、同期に割り当てる帯域を一時的にこの帯域分減らす設定。 

デフォルト値：100 

 

⑩ c-min-rate 

再同期速度の最小値 

デフォルト値：0 

 

⑪ c-max-rate 

再同期速度の最大値 

デフォルト：614400 

 

⑫ rate 

ボリュームレプリーションの速度値 

デフォルト値：40960 

 
 

(7)System benchmarks 

iX には簡易ベンチマークツールがインストールされています。 

※書き込みテストは未サポート 

※このベンチマークは、ニューテックでは検証しておりません。そのため、ベンチマーク結果等

のお問い合わせは、お答えできませんのでご了承下さい。 
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・リード、ライトの選択 

 
 

・対象のユニットを選択します。 

 
 

・リードテストの結果 

 
 

・ライトのテストはサポートしていない旨のメッセージが表示されます。 

 
 

(8)Infiniband tuning         ※本設定はサポートしておりません。 
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(9)Virtual memory 

システムメモリーの設定。 

※本設定は、OS の再起動が必要になります。 

 
 
min_free_kbytes 

システム全体で維持する空領域の最小値をキロバイト単位で指定します。これを使って各低メモ

リゾーンに適切な値が確定され、そのサイズに比例した空き予約ページ数が割り当てられます。 

 

【設定方法】 

min_free_kbytes を選択し、[Edit]を押すと、下記の画面になり、数値を入力できます。 

 
※推奨値：500000(ゼロ 5 つ) 

※設定後、機器の再起動を行う必要があります。 

※デフォルト値は、機器によって異なります。 

※本設定は、Ness シリーズにはサポートしておりません。 

 

Apply で Enter を押し、以下の画面で、再度 Enter を押すと、設定完了です。 

 
 

コンソール画面 TOP に戻り、キー ctrl+alt+k を押して、再起動を行って下さい。 

 
 

vfs_cache_pressure 

slab メモリーの dentry と i ノードのキャッシュの割り当てを調整できます。 

デフォルト値：100 
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1-8.Ctrl+Alt+R（RAID ツール） 

 
 

 
 

(1)Newtech RAID Controller 

対象製品 

CloudyⅤ 2U、4U 

CloudyⅣ 2U、4U 

CloudyⅢ v3/v4 2U、4U、Plus 

Ness シリーズ 

 

※OS 領域のディスクに対して操作を行うことができます。 

 操作方法は別紙 Unified Storage iX V7 マニュアル 基本設定編 Part2 を参照して下さい。 

 
(2)LSI/Intel RAID SAS Controller 

対象製品 

CloudyⅤ 1U、2U、4U 

CloudyⅣ 1U、2U、4U 

CloudyⅢ v3/v4 1U、2U、4U、Plus 

CloudyⅢ-LC/LC2 シリーズ 

 
 

iX では、LSI RAID コントローラーの CLI ツールが組み込まれています。 

通常、iX における運用は、クライアント機器にインストールされた MSM(MegaRAID Storage 

Manager)を使用して管理します。CloudyⅤでは、LSA(LSI Storage Authority)で管理します。 

 

下記に記載する各種操作は、クライアント機器からアクセスができないなど、本番機器にて直接

操作する必要がある場合にのみ有効です。 

 

※RAID の作成、削除、ホットスペアの設定は WebBIOS、または MSM(MegaRAID Storage 

Manager)を使用してください。CloudyⅤでは、BIOS または LSA(LSI Storage Authority)を使用

してください。 
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① MegaCLI SAS RAID management tool 
 

コマンド一覧 説明 

-AdpAllinfo –aAll 

 

RAID コントローラ

ーのパラメータ情報 

-PDList -aAll 

 

すべての物理ディス

クの状態確認 

-AdpSetProp AlarmSilence –aALL 

 

アラーム音を一時停

止 

-AdpSetProp AlarmDsbl –aALL 

 

アラーム音を無効化 

-AdpSetProp AlarmEnbl –aALL 

 

アラーム音を有効化 

exit MegaCLI からログ

アウト 

 

② StorCLI SAS RAID management tool 
 

コマンド一覧 説明 

/call/dall show 

 

ディスクグループ情報 

/call/eall/sall show 

 

すべてのディスク情報を表示 

/call/eall/sall show all 

 

すべてのドライブごとの詳細情

報を表示 

/cx show 

 

コントローラー情報の概要表示 

/cx show all 

 

コントローラー情報のすべての

情報表示 

/c0 show alarm 

 

アラーム音の状況の確認 

/c0 set alarm=off 

 

アラーム音を無効化 

/c0 set alarm=on 

 

アラーム音を有効化 

/c0 set alarm=silence 

 

アラーム音を一時停止 

exit Storecli からログアウト 

※/call=シャーシ /eall=エンクロージャ /sall=スロット番号 

※/cx x=コントローラー番号を入力します。 

 

③LSI diagnostic logs 

※本設定は、サポートしておりません。 
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1-9.Ctrl+Alt+H（ハードウェア情報） 

ハードウェア情報を表示します。 

 
 

1-10.F2(ネットワーク情報) 

ネットワーク全体の情報を表示します。 

 
 

1-11.Ctrl+Alt+S (OS のシャットダウン) 

OS をシャットダウンさせます。 

 
 

1-12.Ctrl+Alt+K (OS の再起動＆シャットダウン) 

OS の再起動、もしくはシャットダウンを選択することができます。 
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